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滝
澤
社
長
は
「
当
社
に
と

っ
て
将
来
を
担
う
重
要
な
路

線
で
あ
り
、
万
全
の
準
備
で

相
直
開
始
日
を
迎
え
、
さ
ら

に
続
く
東
急
直
通
線
に
つ
な

げ
た
い
」
、
廣
川
支
社
長
は

「
地
元
の
期
待
は
大
き
く
、

当
社
に
と
っ
て
も
新
た
な
需

要
喚
起
や
沿
線
活
性
化
に
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

を
多
用
し
た
落
ち
着
い
た
内

装
と
し
て
い
る
。
今
月
20
日

か
ら
営
業
運
転
を
開
始
す
る

予
定
。
19
年
度
末
ま
で
に
全

６
編
成
を
導
入
す
る
。

か
し
わ
台
車
両
セ
ン
タ
ー

で
は
、
相
鉄
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

両
社
の
共
同
発
表
と
車
両
公

開
が
行
わ
れ
、
滝
澤
社
長
と

廣
川
隆
Ｊ
Ｒ
東
日
本
執
行
役

員
・
横
浜
支
社
長
が
出
席
。

ｓ
ｔ
ｉ
ｎ
ａ
（
サ
ス
テ
ィ

ナ
）
」
を
ベ
ー
ス
に
、
相
鉄

で
初
め
て
ホ
ー
ム
ド
ア
対
応

の
定
位
置
停
止
装
置
（
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｃ
）
を
搭
載
し
た
。

車
体
は
「
ヨ
コ
ハ
マ
ネ
イ

ビ
ー
ブ
ル
ー
」
の
カ
ラ
ー
リ

ン
グ
で
、
車
内
デ
ザ
イ
ン
は

昨
年
２
月
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た

２
０
０
０
０
系
を
踏
襲
。
グ

レ
ー
基
調
で
ガ
ラ
ス
や
金
属

ー
タ
ー
カ
ー
に
よ
る
渡
り
初

め
が
行
わ
れ
、
出
席
者
が
拍

手
で
締
結
部
の
通
過
を
見
送

っ
た
。

一
方
、
新
型
車
両
の
１
２

０
０
０
系
は
ス
テ
ン
レ
ス
製

の
10
両
編
成
で
、
前
頭
部
の

み
鋼
製
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
グ
ル

ー
プ
の
総
合
車
両
製
作
所

（
Ｊ
―
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）
の
次
世

代
ス
テ
ン
レ
ス
車
両
「
ｓ
ｕ

る
。羽

沢
横
浜
国
大
駅
の
地
下

ホ
ー
ム
階
で
行
わ
れ
た
レ
ー

ル
締
結
式
に
は
、
堀
口
知
巳

鉄
道
・
運
輸
機
構
東
京
支
社

長
、
滝
澤
秀
之
相
鉄
社
長
、

竹
内
研
一
Ｊ
Ｒ
東
日
本
執
行

役
員
・
東
京
工
事
事
務
所

長
、
吉
澤
淳
Ｊ
Ｒ
貨
物
常
務

執
行
役
員
・
関
東
支
社
長
、

柳
下
尚
道
東
鉄
工
業
社
長
、

仙
道
靖
夫
Ｎ
Ｂ
建
設
社
長
ら

関
係
者
が
出
席
し
た
。

堀
口
支
社
長
は
「
開
業
に

向
け
、
残
さ
れ
た
工
事
を
無

事
故
で
完
遂
す
る
所
存
で
あ

り
、
引
き
続
き
支
援
、
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
、
滝
澤

社
長
は
「
レ
ー
ル
が
つ
な
が

る
こ
と
で
、
沿
線
と
東
京
都

心
を
結
ぶ
懸
け
橋
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
る
。
こ
の
懸
け

橋
が
夢
の
あ
る
も
の
に
な
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。

６
人
が
パ
ン
ド
ロ
ー
ル
式

レ
ー
ル
締
結
装
置
を
固
定
し

た
後
、
清
め
の
儀
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
、
モ

上
下
分
離
方

式
に
よ
る
鉄

道
整
備
な
ど

が
盛
り
込
ま

れ
た
「
都
市

鉄
道
等
利
便

増
進
法
」
第

１
号
案
件
と

し
て
、
２
０

０
６
年
11
月

に
国
土
交
通

省
か
ら
同
法

に
基
づ
く
速

達
性
向
上
計

画
の
認
定
を

受
け
、
10
年
３
月
に
着
工
し

た
。
計
画
認
定
か
ら
約
13
年

で
の
開
業
と
な
る
。

行
き
先
や
停
車
駅
、
運
行

ダ
イ
ヤ
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
決
ま
り
次
第
発
表
す

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
（
約

２･

７
㌔)

は
相
鉄
線
西
谷
駅

か
ら
分
岐
し
、
新
設
の
羽
沢

横
浜
国
大
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海

道
貨
物
線
を
経
由
し
、
新
宿

方
面
へ
と
つ
な
が
る
路
線
。

部
京
都
支
社
長
、
立
命
館
の

森
島
朋
三
理
事
長
が
協
定
書

に
署
名
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
森
島
理
事
長

は
「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
定

を
通
じ
て
（
キ
ャ
ン
パ
ス
が

あ
る
地
域
の
み
な
ら
ず
）
関

西
一
円
の
方
々
と
連
携
し
、

関
西
に
貢
献
す
る
立
命
館
を

つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
」
、
三

輪
支
社
長
は
「
お
互
い
の
強

み
を
生
か
し
つ
つ
、
子
育
て

環
境
や(

社
会
人
の)

学
び
直

し
・
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
充

実
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
含
ん

だ
住
み
た
い
街
、
訪
れ
た
い

街
づ
く
り
の
推
進
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

活
性
化
、
地
域
住
民
の
安
心

安
全
な
ど
へ
の
寄
与
を
目
的

に
連
携･

協
力
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
た
。
今
後
は
、

子
育
て
環
境
の

充
実
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
課

題
解
決
の
取
り

組
み
を
進
め
て

い
く
方
針
。

同
日
は
、
同

市
下
京
区
の
京

都
鉄
道
博
物
館

内
で
締
結
式
が

行
わ
れ
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
の
三
輪

正
稔
執
行
役
員

・
近
畿
統
括
本

Ｊ
Ｒ
西
日
本
近
畿
統
括
本

部
と
学
校
法
人
立
命
館
（
京

都
市
中
京
区)

は
３
月
25
日


大
学
の
教
育
活
動
や
地
域
の

ま
で
平
日
10
～
18
時
、
７
月

１
日
以
降
は
24
時
間
対
応
。

イ
ト
ま
た
は
電
話
＝
０
６

（
６
５
３
３
）
５
４
８
９
＝

へ
。
電
話
予
約
は
６
月
30
日

ず
れ
も
税
込
み
、
別
途
宿
泊

税
。
予
約
は
ホ
テ
ル
公
式
サ

ダ
ブ
ル
54
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
27
、
ツ
イ
ン
54
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
イ
ン
１
）
。
全

室
禁
煙
。
全
館
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ

接
続
無
料
。

グ
レ
ー
を
基
調
と
し
た
各

室
に
は
40
型
以
上
の
大
型
テ

レ
ビ
、
快
眠
性
の
高
い
サ
ー

タ
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
ケ
ッ
ト
コ

イ
ル
マ
ッ
ト
レ
ス
、
プ
ラ
ズ

マ
ク
ラ
ス
タ
ー
加
湿
空
気
清

浄
機
、
ヒ
ノ
キ
木
目
の
家
具

な
ど
を
配
置
。
朝
食
（
有

料
）
は
和
食
ま
た
は
洋
食
の

セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
は
シ

ン
グ
ル
１
人
１
室
６
４
８
０

円
、
ダ
ブ
ル
２
人
１
室
９
７

２
０
円
、
ツ
イ
ン
２
人
１
室

１
万
１
８
８
０
円
か
ら
。
い

ル
コ
ン
セ

プ

ト

は

「
魅
力
と

活
力
が
交

差
す
る
街

〝
大
阪
ミ

ナ
ミ
〟
人

と
歓
び

旅
を
彩
る

空
間
」
。

１
階
に

エ
ン
ト
ラ

ン
ス
、
１

～
２
階
に

ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ

ト
、
３
階
に
フ
ロ
ン
ト
、
ロ

ビ
ー
、
朝
食
コ
ー
ナ
ー
が
入

る
。
客
室
は
４
～
12
階
の
全

２
２
４
室
（
シ
ン
グ
ル
54
、

デ
ラ
ッ
ク
ス
シ
ン
グ
ル
34
、

ヴ
ィ
ア
イ
ン
心
斎
橋
四
ツ

橋
は
大
阪
市
高
速
電
気
軌
道

（
大
阪
メ
ト
ロ
）
四
つ
橋
線

四
ツ
橋
駅
２
番
出
口
徒
歩
約

１
分
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
レ
ジ

ャ
ー
に
最
適
な
立
地
。
ホ
テ

（
７
億
円
減
）
。

鉄
道
運
輸
収
入
は
２
３
５

億
円
（
０
億
円
増
）
で
、
輸

送
量
は
輸
送
人
員
４
５
０
０

万
人
（
１
０
０
万
人
減)

輸

送
人
キ
ロ
14
億
５
７
０
０
万

人
㌔
（
９
０
０
万
人
㌔
減)



列
車
運
行
計
画
は
列
車
キ
ロ

２
０
０
０
万
㌔
（
増
減
な

し
）
、
車
両
キ
ロ
５
８
０
０

万
㌔
（
１
０
０
万
㌔
減
）
。

設
備
投
資
額
は
、
国
の
支

援
措
置
等
対
象
の
１
０
３
億

円
（
13
億
円
増
）
分
を
合
わ

せ
１
８
２
億
円
（
35
億
円

増
）
。
高
知
の
新
ホ
テ
ル
建

設
や
新
型
特
急
気
動
車
12
両

の
新
製
ほ
か
、
各
種
設
備
の

老
朽
更
新
や
保
安
・
防
災
対

策
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会

Ⅱ
」
の
議
論
な
ど
を
踏
ま
え

た
会
社
の
役
割
・
使
命
の
明

確
化
の
検
討
、
四
国
の
鉄
道

の
抜
本
的
高
速
化
に
向
け
た

高
速
鉄
道
整
備
の
必
要
性
や

意
義
の
周
知
に
つ
い
て
も
盛

り
込
ん
だ
。

収
支
計
画
（
単
体
）
は
、

売
上
高
２
８
９
億
円
（
18
年

度
事
業
計
画
比
８
億
円
減)



営
業
損
失
１
１
９
億
円
（
13

億
円
悪
化
）
、
営
業
外
利
益

91
億
円
（
０
億
円
増
）
、
経

常
損
失
28
億
円
（
13
億
円
悪

化
）
、
当
期
純
利
益
３
億
円

す
宿
泊
特
化
型
ホ
テ
ル
「
Ｊ

Ｒ
ク
レ
メ
ン
ト
イ
ン
高
知
」

の
建
設
に
着
手
す
る
ほ
か
、

簡
易
宿
所
「
４
Ｓ

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｙ
」
の
さ
ら
な
る
展
開
、
マ

ン
シ
ョ
ン
事
業
の
継
続
的
な

事
業
化
な
ど
に
取
り
組
む
。

こ
の
ほ
か
、
「
四
国
に
お

け
る
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

定
や
、
観
光
列
車
の
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
な
ど
で
一
層
の

誘
客
拡
大
を
図
り
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
事
業
に
つ
い
て

も
積
極
展
開
し
て
い
く
。

事
業
開
発
部
門
は
、
既
存

事
業
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

と
事
業
領
域
の
拡
大
を
推

進
。
20
年
秋
の
開
業
を
目
指

質
を
向
上
し
て
い
く
。

運
輸
収
入
確
保
に
向
け
て

は
、
３
月
16
日
ダ
イ
ヤ
改
正

の
効
果
を
生
か
す
と
と
も

に
、
秋
に
予
定
す
る
新
型
特

急
気
動
車
「
２
７
０
０
系
」

の
導
入
で
非
電
化
区
間
特
急

の
快
適
性
を
向
上
。
地
域
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
商
品
設

Ｊ
Ｒ
四
国
は
３
月
28
日
、

２
０
１
９
年
度
の
事
業
計
画

を
発
表
し
た
。
４
カ
年
中
期

経
営
計
画
の
３
年
目
。
20
年

度
を
目
標
と
す
る
経
営
自
立

計
画
の
達
成
へ
、
18
年
度
に

引
き
続
き
「
安
全
・
安
心
の

確
保
」
「
収
益
の
拡
大
」

「
支
援
措
置
等
を
活
用
し
た

設
備
投
資
等
の
着
実
な
実

施
」
を
３
本
柱
に
据
え
、
財

務
基
盤
の
安
定
化
、
収
益
基

盤
強
化
の
実
現
に
向
け
て
さ

ら
な
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
。

鉄
道
事
業
部
門
は
、
安
全

・
安
定
輸
送
の
確
保
へ
、

「
現
場
力
・
リ
カ
バ
リ
ー
力

の
向
上
、
安
全
意
識
と
安
全

対
策
の
風
化
防
止
（
リ
コ
ー

ル
）
」
「
現
場
第
一
主
義
の

徹
底
」
「
グ
ル
ー
プ
一
体
と

な
っ
た
安
全
文
化
の
確
立
」

を
重
点
項
目
と
し
て
輸
送
品
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水
の
次
は
空
気

20
年
前
、
欧
州
の
観
光
分
野

に
お
け
る
環
境
へ
の
取
り
組
み

を
視
察
し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
チ
ロ
ル
地
方
に
あ
る
人
口
１

４
０
０
人
の
小
さ
な
レ
ッ
ヒ
村

を
訪
ね
る
と
民
間
主
導
で
バ
イ

オ
マ
ス
に
よ
る
地
域
暖
房
プ
ラ

ン
ト
を
建
設
中
で
あ
っ
た
。
温

水
を
各
戸
に
供
給
し
て
暖
房
の

た
め
に
個
別
施
設
が
石
炭
や
重

油
を
燃
や
す
の
を
止
め
る
と
い

う
村
の
ホ
テ
ル
組
合
長
は｢

水

の
次
は
空
気
が
売
り
物
に
な

る
。
こ
れ
か
ら
は
村
全
体
の
空

気
を
キ
レ
イ
に
す
る
こ
と
が
観

光
的
魅
力
に
な
る
」
と
言
う
。

山
間
の
小
さ
な
村
だ
が
、
下

水
道
普
及
率
は
１
０
０
％
で
、

ス
キ
ー
場
の
ト
イ
レ
も
パ
イ
プ

で
麓
ま
で
流
し
下
水
処
理
を
し

て
い
る
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
頼
む

と
「
ウ
チ
の
村
の
水
道
は

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
よ

り
美
味
い
よ
。
し
か
も
タ

ダ
」
と
笑
っ
て
村
の
水
を

持
っ
て
く
る
。
安
全
で
美
味
し

い
水
は
実
感
で
き
た
が
、
村
の

空
気
は
十
分
キ
レ
イ
な
の
に
こ

こ
ま
で
や
る
の
か
、
と
正
直
驚

い
た
。

欧
州
で
最
も
美

し
い
村

現
在
は
、
村
内

の
地
域
暖
房
プ
ラ

ン
ト
が
４
か
所
に

増
え
て
い
る
。
観

光
客
は
教
会
の
地

下
に
設
け
ら
れ
た
大
駐
車
場
に

車
を
停
め
、
村
の
ス
キ
ー
バ
ス

や
ハ
イ
キ
ン
グ
バ
ス
を
利
用
す

る
の
だ
が
、
こ
の
バ
ス
も
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ト
。
レ
ン
タ
ル
バ
イ
ク

も
全
て
電
動
だ
。
ス
キ
ー
場
の

建
物
に
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
が

貼
ら
れ
電
力
の
７
割
は
こ
れ
で

賄
っ
て
い
る
。

村
の
目
指
す
方
向
性
が
ベ
ン

ツ
の
経
営
方
針
に
合
致
す
る
と

連
携
協
定
を
結
び
、
夏
場
に
は

ベ
ン
ツ
が
パ
ビ
リ
オ
ン
を
設
け

て
電
気
自
動
車
を
貸
し
出
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
実
り

レ
ッ
ヒ
村
は
１
０
０
０
㍍
以
上

の
高
地
に
あ
る
自
治
体
と
し
て

は
初
め
て
欧
州
で
最
も
美
し
い

村
に
選
ば
れ
て
い
る
。

洗
肺
旅
行
が
ブ
ー
ム
に

昨
年
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
数
が

伸
び
た
佐
賀
県
や
青
森
県
な
ど

地
方
に
来
る
中
国
人
観
光
客
の

目
的
の
一
つ
が
「
洗
肺
（
シ
ー

フ
ェ
イ
）
」
だ
と
い
う
。
中
国

大
都
市
の
大
気
汚
染
は
深
刻
で

排
気
ガ
ス
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
汚

染
さ
れ
た
空
気
を
逃
れ
、
日
本

に
来
て
澄
ん
だ
空
気
を
吸
っ
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。
「
マ
ス

ク
を
外
せ
る
だ
け
で
幸
せ
」
と

応
え
る
中
国
人
観
光
客
。

洗
肺
旅
行
（
洗
肺
游
）
は
３

～
４
年
前
か
ら
出
て
き
た
言
葉

で
、
当
初
は
お
金
持
ち
が
北
欧

や
ア
ル
プ
ス
、
さ
ら
に
ア
イ
ス

ラ
ン
ド
や
南
極
ま
で
キ
レ
イ
な

空
気
を
求
め
て
行
っ
て
い
た
の

が
、
ネ
ッ
ト
上
で
こ
の
言
葉
が

話
題
と
な
る
と
た
ち
ま
ち
ブ
ー

ム
に
。
最
近
で

は
近
く
て
空
気

の
キ
レ
イ
な
日

本
の
地
方
都
市

に
も
洗
肺
目
的

で
来
る
人
が
増

え
て
い
る
。

佐
賀
に
は
上
海
か
ら
、
青
森

に
は
天
津
か
ら
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
飛
ん

で
い
る
の
で
、
大
都
市
か
ら
直

接
短
時
間
で
安
価
に
来
る
こ
と

が
で
き
る
。
お
土
産
は
気
管
支

を
キ
レ
イ
に
す
る
日
本
の
漢
方

薬
「
ダ
ス
モ
ッ
ク
」
や
「
麦
門

冬
湯
」
。
中
国
の
旅
行
会
社
も

買
い
物
の
次
の
テ
ー
マ
に
「
洗

肺
」
を
取
り
上
げ
て
い
る
の
で

地
方
へ
の
洗
肺
旅
行
は
さ
ら
に

増
え
る
は
ず
。

時
代
の
価
値
を
先
取
り

「
空
気
が
売
り
モ
ノ
に
な
る

時
代
」
が
日
本
に
も
や
っ
て
き

た
。
20
年
も
前
に｢

次
は
空
気｣

と
言
っ
て
環
境
を
さ
ら
に
磨
い

て
い
た
レ
ッ
ヒ
村
の
先
見
性
に

感
心
す
る
。
一
流
の
観
光
地
に

必
要
な
の
は
時
代
の
価
値
を
先

取
り
し
て
、
そ
れ
を
カ
タ
チ
に

し
て
い
く
実
行
力
な
の
だ
。

40
年
前
、
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ

サ
ン
は
『
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ

人
』
の
な
か
で
「
日
本
人
は
水

と
安
全
は
タ
ダ
だ
と
思
っ
て
い

る
」
と
喝
破
し
た
が
、
今
で
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
ペ
ッ
ト
の

水
を
買
い
、
安
全
の
た
め
に
街

中
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て

い
る
。
次
は
空
気
、
「
空
気
は

タ
ダ
」
で
は
な
く
、
キ
レ
イ
な

空
気
を
あ
る
環
境
を
守
る
こ
と

が
魅
力
的
な
観
光
地
に
な
る
時

代
に
な
っ
て
き
た
。

（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
）

小

林

英

俊

パソコン、タブレット、スマートフォンの画面上で閲
覧できる「交通新聞 電子版」の紙面ＰＤＦサービスが
４月１日付からカラー面になりました。

ＰＤＦについては、これまで印刷紙面と同じモノクロ
扱いとしていましたが、カラー写真ならではの臨場感を
会員の皆さまに提供していきます。

「交通新聞 電子版」（http://news.kotsu.co.jp）
では、会員登録すれば、記事全文の閲覧（一部除く）も
可能。2015年（平成27年）１月１日付発行分以降の新聞
掲載記事（一部除く）の検索もできます。

利用料金は、１ＩＤ当たり年額２万7768円（税込み)
お問い合わせは、交通新聞ヘルプデスク（news-help@

kotsu.co.jp）または交通新聞社販売部＝電話03(6831)
6622＝へ（９時30分～18時）。

Ｊ
Ｒ
四
国
が
事
業
計
画

経
営
自
立
へ
さ
ら
な
る
取
り
組
み

丸
み
を
帯

び
た
無
柄
の

シ
ル
バ
ー
色

の
車
体
が
鈍

く
輝
く
。
札

幌
圏
を
走
る
通
勤
列
車
の

７
３
５
系
電
車
。
Ｊ
Ｒ
北

海
道
初
の
ア
ル
ミ
合
金
製

車
両
と
し
て
７
年
前
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
が
、
２
編
成

６
両
だ
け
し
か
製
造
さ
れ

ず
、
見
か
け
る
の
さ
え
な

か
な
か
難
し
い
▼
そ
れ
だ

け
に
、
「
乗
車
す
れ
ば
、

そ
の
日
は
良
い
こ
と
が
あ

る
」
と
い
っ
た
、
都
市
伝

説
が
に
わ
か
に
広
ま
っ
て

い
る
。
実
際
、
「
難
航
し

て
い
た
仕
事
が
う
ま
く
い

っ
た
」
「
プ
ロ
ポ
ー
ズ
が

見
事
成
功
」
な
ど
吉
報
に

は
事
欠
か
な
い
。
し
か

し
、
日
々
運
用
が
変
わ
る

の
で
出
合
う
の
は
や
っ
か

い
だ
▼
３
月
１
日
現
在
で

同
社
が
札
幌
圏
で
使
用
し

て
い
る
通
勤
列
車
は
、
電

車
と
連
結
可
能
な
２
０
１

系
気
動
車
を
含
め
３
４
５

両
。
快
速
「
エ
ア
ポ
ー

ト
」
に
も
使
わ
れ
る
７
２

１
系
電
車
が
１
３
５
両
と

最
も
多
い
が
、
主
役
は
札

沼
線
電
化
に
合
わ
せ
て
２

０
１
２
年
６
月
に
導
入
さ

れ
た
７
３
３
系
電
車
に
移

り
１
２
９
両
を
数
え
る
▼

７
３
５
系
が
お
披
露
目
さ

れ
た
の
は
10
年
４
月
。
こ

れ
ま
で
積
雪
寒
冷
地
で
不

安
の
あ
る
ア
ル
ミ
車
両
は

採
用
し
て
い
な
か
っ
た
だ

け
に
、
２
年
か
け
て
断
熱

性
な
ど
の
走
行
試
験
を
実

施
し
て
い
る
う
ち
、
量
産

化
は
実
績
の
あ
る
ス
テ
ン

レ
ス
車
両
の
７
３
３
系
に

先
を
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た

▼
と
も
あ
れ
、
軽
量
化
に

よ
る
経
費
節
減
を
狙
っ
た

ア
ル
ミ
車
両
。
特
段
問
題

は
発
生
し
て
い
な
い
が
増

備
は
見
送
ら
れ
た
。
そ
の

希
少
性
の
高
さ
か
ら
、
こ

ん
な
都
市
伝
説
が
生
ま
れ

た
ら
楽
し
い
か
も
。
き
ょ

う
４
月
１
日
は
エ
ー
プ
リ

ル
フ
ー
ル
。

レール締結装置を固定する堀口支社長（左
から３人目）、滝澤社長（同４人目）ら

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
相
模
鉄
道
は
３
月
28
日
、
相
鉄
線
か
ら
Ｊ
Ｒ
線
経
由
で
新
宿
方
面
へ
直
通
す
る

「
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
」
の
開
業
日
を
11
月
30
日
に
決
定
し
た
と
発
表
し
た
。
同
日
は
、
相
鉄
と

整
備
主
体
の
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
が
、
同
線
新
駅
の
羽
沢
横
浜
国
大
駅
構
内
で

レ
ー
ル
締
結
式
を
開
催
。
相
鉄
の
か
し
わ
台
車
両
セ
ン
タ
ー
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
）
で
は
、
同

直
通
線
用
の
新
型
車
両
１
２
０
０
０
系
も
報
道
公
開
さ
れ
た
。

羽
沢
横
浜
国
大
駅
で
レ
ー
ル
締
結
式

１
２
０
０
０
系
報
道
公
開

７
月

開
業

ヴ
ィ
ア
イ
ン
心
斎
橋
四
ツ
橋

Ｊ
Ｒ
西
日
本
ヴ
ィ
ア
イ
ン
は
、
大
阪
市
西
区
に
７
月
１
日
開
業
す
る
宿
泊
特

化
型
ホ
テ
ル
「
ヴ
ィ
ア
イ
ン
心
斎
橋
四
ツ
橋
」
の
予
約
受
け
付
け
を
、
き
ょ
う

１
日
10
時
か
ら
開
始
す
る
。
新
規
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
８
月
31
日
宿
泊
分
ま

で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
価
格
で
提
供
す
る
（
室
数
限
定
）
。

立
命
館
と
連
携･

協
力
協
定

Ｊ
Ｒ
近
畿

統
括
本
部

子
育
て
環
境
充
実
な
ど

ス
テ
ム
研
究
室
長
（
車
両
制
御

技
術
研
究
部
主
任
研
究
員
・
上

級
）
近
藤
稔

構
造
物
技
術
研
究
部
基
礎
・

土
構
造
研
究
室
長
兼
務
（
構
造

物
技
術
研
究
部
長
）
神
田
政
幸

▽
電
力
技
術
研
究
部
き
電
研
究

室
長
（
電
力
技
術
研
究
部
主
任

研
究
員
）
森
本
大
観
▽
人
間
科

学
研
究
部
上
席
研
究
員
・
部
付

（
人
間
科
学
研
究
部
安
全
心
理

研
究
室
長
）
井
上
貴
文
▽
人
間

科
学
研
究
部
安
全
心
理
研
究
室

長
（
人
間
科
学
研
究
部
主
任
研

究
員
）
山
内
香
奈
▽
人
間
科
学

研
究
部
人
間
工
学
研
究
室
長

（
人
間
科
学
研
究
部
主
任
研
究

員
）
中
川
千
鶴＝

以
上
１
日
付
＝

長
兼
務
（
総
務
部
担
当
部
長
）

内
田
裕
久

情
報
管
理
部
情
報
企
画
課
長

兼
務
（
情
報
管
理
部
長
）
黒
部

久
名
▽
情
報
管
理
部
知
的
財
産

課
長
（
情
報
管
理
部
主
査
・
上

級
）
島
村
泰
介
▽
国
際
業
務
部

次
長
（
車
両
構
造
技
術
研
究
部

長
）
宇
治
田
寧
▽
研
究
開
発
推

進
部
計
画
課
長
（
電
力
技
術
研

究
部
き
電
研
究
室
長
）
重
枝
秀

紀
▽
事
業
推
進
部
事
業
企
画
課

長
兼
務
（
事
業
推
進
部
長
）
村

本
勝
己
▽
車
両
構
造
技
術
研
究

部
長
（
研
究
開
発
推
進
部
計
画

課
長
）
石
毛
真
▽
車
両
構
造
技

術
研
究
部
車
両
振
動
研
究
室
長

（
車
両
構
造
技
術
研
究
部
主
任

研
究
員
・
上
級
）
瀧
上
唯
夫
▽

車
両
制
御
技
術
研
究
部
動
力
シ

略
調
査
課
長
）
武
藤
雅
威
▽
出

向
・
日
本
線
路
技
術
（
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
管
理
課

長
）
名
村
明
▽
出
向
・
Ｊ
Ｒ
Ｓ

Ｓ
（
総
務
部
主
査
・
上
級
）
鈴

木
裕
之
▽
出
向
・
テ
ス
（
情
報

管
理
部
次
長
）
岩
松
勝
▽
出
向

・
Ｊ
Ｒ
Ｓ
Ａ
（
事
業
推
進
部
事

業
企
画
課
長
）
早
川
敏
雄
▽
企

画
室
戦
略
調
査
課
長
・
新
宿
在

勤
（
浮
上
式
鉄
道
技
術
研
究
部

上
席
研
究
員
）
饗
庭
雅
之
▽
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
室
管
理

課
長
（
情
報
管
理
部
知
的
財
産

課
長
）
早
勢
祥
子
▽
総
務
部
総

務
課
長
（
人
間
科
学
研
究
部
人

間
工
学
研
究
室
長
）
水
上
直
樹

▽
免
・
経
理
部
経
理
課
長
兼
務

（
経
理
部
長
）
武
居
泰
▽
経
理

部
担
当
部
長
・
経
理
部
経
理
課

鉄
道
総
研

退
職
（
構
造
物
技
術
研
究
部

基
礎
・
土
構
造
研
究
室
長
）
西

岡
英
俊
▽
委
嘱
を
解
く
（
総
務

部
主
査
・
上
級
）
武
林
修
二
▽

委
嘱
を
解
く
（
車
両
制
御
技
術

研
究
部
動
力
シ
ス
テ
ム
研
究
室

長
）
村
上
浩
一
▽
委
嘱
を
解
く

（
鉄
道
国
際
規
格
セ
ン
タ
ー
担

当
部
長
）
髙
尾
喜
久
雄

＝
以
上
３
月
31
日
付
＝

出
向
・
国
土
交
通
省
（
車
両

構
造
技
術
研
究
部
車
両
振
動
研

究
室
長
）
山
本
克
也
▽
出
向
・

運
輸
総
合
研
究
所
（
企
画
室
戦

デラックスダブルの客室イメージ

協定書を持つ三輪支社長
（右）と森島理事長

能面の｢獅子口｣をモチーフにした
前頭部が特徴の12000系新型車両
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